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令和８年度の須津中学校がスタート 

春の温かさを感じる３月末頃、校地内の桜が美しく咲き誇りました。その桜からバトンタッチす

るように、４月に入ってから正門脇に立つ本校のシンボルツリー（栴檀の木）が芽吹いてきました。

その芽は、みるみる成長し、まるで生徒の皆さんの新しいスタートを祝うかのように、今では美し

い新緑となってきらきらと輝いています。 

４月の須津中生の様子は、期待と不安の表情を浮かべながらも、「今年１年を実りあるものにしよ

う」と希望に満ちあふれています。生徒同士や生徒と教師との温かな関わりの中で、充実した学校

生活が送れるよう、職員一同努めてまいります。保護者の皆様、1 年間よろしくお願いいたします。 

緊張につつまれた「新任式」 

４月８日に、新任式・始業式が行われました。令和８年度、新たに 15名の職員が赴任いたしまし

た。新任式では、新たに迎える職員に対し、３年生の東田健太さんが生徒を代表して、歓迎のことばを

述べてくれました。「授業だけでなく、行事や休み時間の何気ない会話など、先生たちとたくさんの思

い出をつくっていきたいです。」等、赴任して間もない職員の不安な心を気遣う、温かい言葉に、緊張

していた職員の表情も和らぎ、心温まる新任式となりました。２・３年生の皆さん、ありがとうござい

ました。 

希望に満ちた「始業式」今年の合言葉は「挑戦と貢献」 

始業式では、２年生、３年生の代表生徒に１年間の決意を述べてもらいました。 

２年生代表の池田優心さんは、「頑張りたいことは３つ。１つ目は、学級委員に挑戦すること。２つ

目は、英語の勉強に力を入れること。３つ目は、部活動に励み自分自身を大きく成長させること。」と

いう決意を熱心に語りました。３年生代表の渡邉叶空さんは、「最上級生、受験生になるにあたり、頑

張りたいことを２つ紹介します。１つ目は、勉強を後回しにするのではなく、『今やる』を宣言するこ

と。２つ目は、何事にも積極的に行動し、『人から頼られる存在』になる。」という強い決意を述べてい

ました。２人の言葉からは、新年度の目標に向かって挑戦しようとする気迫が感じられ、生徒や教師か

ら自然と拍手が起こりました。２・３年生全員の「気持ちを新たに頑張ろう！」という思いが、さらに

膨らんだ始業式となりました。 

最後に校長先生の式辞の中で、新重点目標「挑戦 貢献」 

が発表されました。「失敗を恐れず『挑戦』し、地域社会に『貢献』 

できる須津中生になるために、生徒、職員全員でよりよい学校を 

共に創りましょう。」というメッセージが込められていました。 

せんだん   

栴 檀 

写真は昨年度の卒業生が折り鶴で 

作ってくれたものです 



全校で新入生を歓迎した「入学式」 
  ４月 8 日(水)ご来賓と保護者の皆様のご列席のもとで、令和８度の入学式を無事行うことができ

ました。関係者の皆様、この場をお借りしてお礼申し上げます。 

 新入生の姿は初々しく、これから様々なことを吸収できる柔軟さを感じました。また、担任の呼

名に応える返事が大変素晴らしく、その真剣に式に臨む姿からは、これからの須津中学校をさらに

よい方向へ高めてくれるだろうという期待が大きく膨らみました。 

【主な代表生徒】教科書授与 （新入生代表 １年 井出 明成さん） 

歓迎のことば（在校生代表 ３年 浅井 啓太さん） 

誓いの言葉 （新入生代表  １年 條 希実子さん） 

校長 式辞（一部を抜粋して紹介します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

学校だよりの題名を「栴檀」としました 
 先に登場いたしましたが、本校の校歌の中に、「栴檀（せんだん）」が出てきます。栴檀は須津中の

校木です。その「気高さ」は、本地区の誇りとして、大切にされてきました。また、正門から見た校

舎の壁に、栴檀の葉をモチーフにした校章が掲げられています。「栴檀（せんだん）は双葉より芳し」

などの言葉にも表現されることから、「香気を放つような優れた人間に育ってほしい」という願いが

込められています。校地内に栴檀の木が何本あるか、ぜひ数えてみてください。 （文責：教頭） 

 98名の新入生の皆さん、入学おめでとうございます。 
須津中学校の学校教育目標は「たくましい生徒 やさしい生徒」です。 
重点目標は「挑戦 貢献」です。 
実は、今年度より重点目標を変更し、「挑戦」という言葉を入れることにしました。なぜ

「挑戦」かというと、皆さんの先輩たちは自分たちの学校を「楽しい学校にしたい」や学校生
活を「もっとよりよいものにしたい」という思いをたくさん持っています。 
 昨年度も、皆さんの先輩たちが、生徒会を中心にいろいろな企画を考え、それに対して全校
で本気になって取り組んできました。そのときの須津中生の最高の笑顔が、私は今でも目に焼
き付いています。 
 だからこそ、その須津中生の思いをもっともっと大きくしていきたい。そして、もっともっ
と楽しい学校にしていきたい。そのためにも、自分たちの学校は自分たちでつくっていくとい
う「挑戦する心」が大切になってくると考えました。 
 では、「挑戦」していくためにはどんな心構えが必要でしょうか。人は「挑戦」する際ある
ことを考えるとしり込みをしてしまいます。それは何かというと「失敗を恐れる」ことです。 
皆さんは今までに、「うまくいかなかったらどうしよう」と考え、挑戦することをやめてし

まった経験はないでしょうか。私は、皆さんにどんどん挑戦していってほしいので、須津中学
校の先生たちに、「失敗したりうまくいかなかったりすることなんてどうってことはない」と
いう雰囲気を学級の中につくってください、とお願いをしました。だから、皆さんがうまくい
かなかったとき、須津中学校の先生たちは、きっと皆さんを励ましてくれて、もう一度挑戦し
やすいように背中を押してくれることでしょう。 
１年生の皆さん、そして２年生、３年生の皆さんも、自分の思いを実現させるために、失敗

を恐れずどんどん挑戦していってください。私をはじめ須津中学校の先生たちは全力でサポー
トをしていきます。 
ぜひ皆さんの手で、楽しく、そして充実した須津中学校をつくっていってください。そんな

学校になることを心から期待しています。 
富士市立須津中学校 校長  工藤 大輔 


